
国
語
プ
リ
ン
ト

（

）

配
布
日

月

日

曜

No.

年

組

番

名
前

国
語
表
現

群
読
コ
ン
テ
ス
ト

芸
術
の
秋
ら
し
く
群
読
作
品
を
み
ん
な
で
作
り
上
げ
、
発
表
す
る
。

【
目
的
】
理
解
と
表
現
の
一
体
化
し
た
群
読
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

【
目
標
】
聞
い
て
い
る
人
を
感
動
さ
せ
る
群
読
を
演
じ
る
。

【
授
業
の
流
れ
】

①
教
科
書
の
中
の
文
章
か
ら
１
つ
選
ぶ
（
選
べ
る
も
の
は
後
述
）

②
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
。

③
群
読
練
習
（

あ
め
」
も
含
む

・
中
間
発
表

「

。
）

④
コ
ン
テ
ス
ト

【
詳
細
①
】

次
の
中
か
ら
１
つ
選
ぶ
こ
と

頁
『
こ
と
わ
ざ
悪
魔
の
辞
典
』
別
役
実

17
頁
「
朝
の
リ
レ
ー
」
谷
川
俊
太
郎

41
頁
「
人
間
に
与
え
る
詩
」
山
村
暮
鳥

69
頁
「
練
習
問
題
」
阪
田
寛
夫

83
頁
「
枕
草
子
」
一
四
四
段

90
頁
「
今
昔
物
語
集
」
巻
第
二
十
七

91

【
詳
細
②
】

。

、

。

各
班
に
配
布
さ
れ
た
用
紙
に
群
読
シ
ナ
リ
オ
を
記
す

書
き
直
す
必
要
も
あ
る
の
で

鉛
筆
で
書
い
て
か
ま
わ
な
い

た
だ
し
、
コ
ピ
ー
し
て
配
布
す
る
の
で
、
濃
く
書
く
こ
と
。

・
技
法
は
そ
の
世
界
を
表
現
す
る
た
め
な
ら
自
由
に
使
っ
て
か
ま
わ
な
い
が
、
必
ず
次
の
こ
と
は
守
る
こ
と
。

◎
言
葉
の
繰
り
返
し
は
Ｏ
Ｋ
だ
が
、
省
略
は
Ｎ
Ｇ
。

Ａ
乱
れ
読
み

Ｂ
追
い
か
け

◎
次
の
２
つ
の
技
法
の
ど
ち
ら
か
を
必
ず
入
れ
る
。

シ
ナ
リ
オ
評
価

◎
右
の
２
つ
の
技
法
の
部
分
に
は
そ
の
解
釈
と
技
法
の
関
連
の
説
明
を
し
て
も
ら
う

（
。

）

の
ポ
イ
ン
ト
！

【
詳
細
④
】

「
あ
め

（
規
定
演
技
）
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ
リ
オ
（
自
由
演
技
）
の
群
読
を
発
表
す
る
。

」

《
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
》

・
声
の
調
和
、
大
き
さ
、
グ
ル
ー
プ
の
間
合
い
。

・
技
法
を
正
確
に
演
技
で
き
て
い
る
か

（
規
定
演
技
）

。

・
シ
ナ
リ
オ
と
解
釈
が
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か

（
自
由
演
技
）

。
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